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第　２　号
平成１９年３月
発行　木花地域自治区地域協議会
TEL　０９８５－５８－１１１１
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「木の花だより」は木花地域自治区地域協議会で話し合われた内容や、地域に関連した出来事を　

定期的にお伝えしていきます。
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２月２８日（水）の協議会では、次の事が話し合われました。
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福祉計画事業について
2 （仮称）「地域コミュニティ税」について
3 コミュニティバスのアンケートについて
[image: image9.png]



地域には、福祉に関する課題が数多くあります。宮崎市では、それらを解決するに当たって
自分たちでできること。②公的に行わなければならないこと。③協力、連携してやるべき事を
明確にした地域福祉計画を策定しようとしています。
○策定期間　　平成１９・２０年度の２ヵ年
○実施期間　　平成２１～２５年度の５ヵ年
木花地域からも課題解決の方針を作成し今後の課題と目標設定を行う策定委員を、地域協議会ら１０名程度選出することになります。
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自治会では、自治会費を集めて防犯灯の新設・維持管理や福祉活動など、幅広い活動を行っ
ています。しかし、自治会未加入者も一様にその恩恵を受けるのは不公平であるという意見が
あります。そこで宮崎市では、住民すべてが公平に負担することを目的とした、（仮称）地域
コミュニティ税の導入を検討しています。
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　コミュニティバスが確実に運行できるためには、運賃収入の算定
やバスの大きさなどを決める必要があります。そこで、運行予定の
沿線９自治会に再度アンケートをお願いしました。
コミュニティバスは、Aコープ・くらし館・銀行・郵便局などの日常生活のほか、病院など
への福祉バスとしての利用や、小中学校を経由するスクールバスとしての期待が高いようです
　２月２８日にタクシー協会と協議を行い、見積りを依頼しました。今後、バス協会とも調整
しながら、運行する業者を選定することになります。
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　住民主体によるまちづくりを推進するため、地域の魅力アップに貢献し、地域協議会が採択
した事業に対し活動費の助成を行います。
　宮崎市地域魅力アップ事業として、１月１１日の臨時協議会で２つの団体が採択されました。
１　≪木花地区小中学生を伸ばす実行委員会≫
２　≪旧木花中跡地周辺を美しくする会≫
　このうち、≪木花地区小中学生を伸ばす実行委員会≫による新春がんばる木花っ子フェステ

ィバルのイベントが、１月１４日県総合運動公園、木の花ドームで開催されました。
[image: image14.jpg]


[image: image15.jpg]


[image: image16.png]



　2月10・11・12日の三日間で好隣梅まつり、24・25
日の二日間で、椿ふれあいまつりが開催されました。地元の
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子供たちによる出し物や、ぜんざいなどの振る舞い、抽選
会や地元農産物の販売など木花地区の魅力を、訪れた多く
の人にPRすることができました。
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　２月４日（日）自治会連合会主催で、地元消防団の協力
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のもと、日向灘の地震によって災害（津波・土砂崩れ・火
災等）が発生したという想定で防災訓練を行いました。
　午前10時から各地区で、情報伝達訓練・避難誘導訓練・
初期消火訓練（消火器、バケツ）・防災資機材点検訓練
が行われました。なかには、消火栓の確認と蓋を開けて
放水訓練を行った地区もありました。
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　地域の方々には、工事中たいへんご迷惑をおかけしましたが、地域センターに地域協議会の
事務所が、完成いたしました。

　　　　　　　　　　春の訪れを感じさせる梅と椿のおまつりにはじめて参加しました。
　　　　　　　　　実行委員の方をはじめ婦人会、交通整理など熱心にボランティアで活動されて
いました。おまつりは、地域のつながりと支え合いなくしては、できないこと
だと感じました。椿の花は、暖冬の影響のせいか見ごろを少し過ぎていたよう
で、落ちているのも多く残念でした。　　　　地域コーディネーター　矢野
　　　　　　　　　　









